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社内SNSをきっかけとして、人事部の社員の方と一緒にグループづくりをされたこと、チャットグルー
プをうまく活用されていること、他の障害をお持ちの社員にも間口を広げようとしている点など、ICTの
メリットを最大限活用した、素晴らしい事例だと思います。他の企業のモデルとして、このような当事者
グループの取り組みが広がっていってほしいです。

審査員コメント

視覚障がいの従業員でチャットグループをつくり、様々なコミュニケーションの場を提
供しています。 

これまで障がいを持つ従業員は個々の職場で奮闘してきました。障がいが理由で業
務が難しくなったときには社外の何らかの機関に頼るしかなく、またどんな機関に相談
すればよいかも共有されていませんでした。 

そこで、障がい当事者だけでチャットグループを作ることにしました。新しく導入され
る社内システムのアクセシビリティや、画面読み上げソフト（画面に表示される文字や画
像を読み上げるソフトウェアのことで、スクリーンリーダとも呼ばれます）の使い方など
の情報交換をしています。参加者が障がい当事者なので失敗を恐れる必要がなく、チャ
ットの練習にもなっています。７月下旬に発足して１０月中旬の現在までほぼ毎日、通算
400件近くの投稿があります。ときには障がい当事者としての思いを吐露する場所にも
なっており、理解ある人が社内にいるという安心感を持つことで、メンタル的にも支えに
なっていると感じています。

現在は視覚障がい者のメンバーで構成されていますが、今後は別の障がいの方も加
わっていただき輪を広げていきます。

社内障がい当事者グループ
グループ企業で働く障がい当事者の有志で構成されており、職種はシステム開発、マイコン設計、総務部、
技術部スタッフなど様々です。2013年7月よりTeamsのチャットグループを活用し結成しました。

障がい当事者が創るチャットグループ

入　選
社内障がい当事者グループ
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フルリモート勤務による事務職の事例

国内クレジットカード会社　総務部にて勤務しております。
特徴1 障害者雇用
障害者雇用求人にて採用いただき、合理的配慮事項について十分に理解いただいて
勤務開始することができました。使用するPCへ音声読み上げソフト（NVDA）をインス
トール、部内メンバーへ私自身の見え方や苦手としていることを共有し、必要に応じて
他部署の人員とも弱視であることを伝えながらコミュニケーションをとって従事してお
ります。
また、苦手としている細かい体裁や誤字脱字のチェックなど、部内のメンバーと協力し
ながらチームで業務を遂行する体制を整備していただくことで、働きやすい環境の中で
業務を行なっております。
特徴2 フルリモート勤務
現在、居住地である札幌に拠点がなく、フルリモートにて勤務しております。ビデオ会
議、チャットツール、電話でコミュニケーションを取り、紙媒体での業務がないことから私
自身ストレスなく働くことができております。
意義
この事例の意義は場所にとらわれず就業することが可能な時代であること、視覚障害
者の職業選択の2点であると考えます。上記2点により、今後さらに視覚障害者の職域拡
大につながる事例の一つであると考えます。

審査員コメント
フルリモートの実現例として非常に意義が大きい。

東海林　直
20代前半に視力低下と視野欠損の症状を自覚し、網膜色素変性症の診断を受ける。
自分の将来を案じてビジネススクールへ通い、MBA（経営学修士）を取得。
卒業を機に、事務職へ転職。2022年5月に障害者手帳の交付を受ける。
2023年4月に転職し、現在はフルリモート勤務にて国内クレジットカード会社に従事。
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